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01 インターンシップとは？

インターンシップとは「学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリア
に関連した就業体験を行うこと」であり、就業現場での実務体験等や
社会人・企業人との交流を通して産業界のニーズに応える創造的人材
の育成を目的とし、教育機能の強化の一環として産学連携で取り組む
ものです。
受入企業においては下記事項を承諾のうえ、ご参加いただいています。
◆インターンシップ研修生に対し、商品・サービスの契約や購入等の

働きかけを行わないこと。
◆2025年卒以降の学生については、採用活動開始以降に限り、イン

ターンシップで得られた学生情報を就職活動に活用できる。
それ以外の学生については、当事業で知りえた学校及び学生の情報
はインターンシップ受け入れと研修実施の目的にのみ利用すること。

◆インターンシップのアンケートや報告会など長崎インターンシップ
推進協議会の実施するインターンシップ事業に協力すること。
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企業・業界を知る事ができる

インターンシップ参加のメリット02

企業や業界について、より詳しく知ること
ができ、実際の職場の雰囲気など企業説明
会や企業見学会ではわからなかった情報を
得ることができます。

学生にとってのメリット
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実務スキルを高めることができる。
入社前に実務を疑似経験することで、ビジ
ネスマナーやコミュニケーション力など、
社会人としての基礎的なスキルを身につけ
ることができます。

入社後のミスマッチを防ぐ
就活期前に業界や企業の業務への自己の適
性や将来設計を考える機会となり、ギャッ
プを少なくすることができるため、入社後
の早期退職を防ぐことにつながります。



インターンシップ実施フロー03

受入企業との事前調整 インターンシップに参加

①学生が記入したエン
トリーシート(様式２)を
大学経由で推進協議会
へ提出、又は
②学生がGoogleフォー
ムで直接申し込み※

・推進協議会がエント
リーシートを基にマッ
チングを実施
・マッチング結果は推
進協議会から大学経由
で学生へ通知

学生用のアンケート(様
式11)を大学経由で推進
協議会へ提出

4月

8月～9月 10月

エントリーシートの提出

6月～7月5月

7月

マッチング

アンケート

学生募集

推進協議会から提供
（推進協議会のホーム
ページで公開）された
受入企業情報を学生に
周知し、参加学生を募
集

打ち合わせ等は、推進協
議会を通さず企業担当者
と大学（学生）と直接実
施
＊学生自己紹介書

(様式３)、誓約書
(様式５)の送付

＊覚書(様式６)の
締結

＊傷害保険への加入
など

インターンシップに
参加
＊研修日誌(様式７)

の記入
＊研修報告書(様式８)

の記入

※県内大学は大学ごとに「①大学とりまとめ」
「②Googleフォームで申し込み」のどちらか一方を
選択になります。どちらの方法で申し込むかについ
ては、募集時期になりましたら、協議会ホームペー
ジでご案内いたします。
※県外大学から申し込みの場合、協議会から大学イ
ンターンシップ窓口あてに ご連絡させていただき、
大学の関与について確認させていただきます。
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協議会主催のマナー
講座（オンデマンド）
を受講してください。



04 関係様式

様式1 受入企業情報
様式2 エントリーシート

様式8 研修報告書

様式3 自己紹介書

様式9 学生の評価

様式4 カリキュラム
様式5 誓約書

様式10 インターンシップ研修後のアンケート（受入先）

様式7 研修日誌
様式6 覚書

※学生が作成する様式は赤色の様式になります｡
（次ページ以降は学生作成分のみ掲載）
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様式11 インターンシップ研修後のアンケート（学生）



（ ） （ （ ） ）

■

生年月日（西暦）
記入例　19950421

性　別 男　・　女

※連絡先（携帯電
話）

※メールアドレス

必 須 日 数
※インターンシップで単位取得を予定している場合は、必要日数（時間）を記入して下さい。

日間 時間

学生→大学→推進協議会

大 学 名 等 学年
学部
学科
専攻

出　身　県
（留学生の場合は国籍）

フリガナ

名 前

インターンシップ申込書（エントリーシート）

様式２

自己PR
(250文字以内）

※インターンシップ実施に関する諸連絡に使用します。変更があった際は速やかに所属大学のインターンシップ担当者へ申し出て下さい。

希望事業所名及び企業コード
※調整が必要な場合がありますので、必ず参考項目まで記入して下さい。

希 望 業 種 希 望 職 種
　　受入企業以外に
　　実施を希望する
　　企業

インターンシップで学びたいことなど

順　位
企業コード

地域・業種・通し番号
事業所名 志望動機（130文字以内）

第１希望

第２希望

第３希望

※第３希望までマッチングができなかった場合は、ご希望の業種や職種等を基に、推薦先をご案内いたします。

参加可能な期間
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6

年 月 日

TEL FAX

男　・　女
（　　　　　　㎝）

（携帯） （自宅）

学年3
学部

専攻
学科

生 年 月 日
サ イ ズ ※

昭和 ・ 平成

大 学 名 簿

(S・M・L・その他)　上　　　　下制服・作業
性 別

靴

イ ン タ ー ン シ ッ プ 自己紹介書

様式３ 学生→大学→インターンシップ先事業所

顔写真添付
（縦4㎝、横3㎝）

備考

フ リ ガ ナ

名 前

国 籍

※留学生の場合

血 液 型

）（ 型

緊 急 時 連 絡 先
※大学以外を記載 電 話 番 号

氏 名 学 生 と の 続 柄

連 絡 先
住 所
電 話 番 号

e-mail

大 学 側 担 当
e-mail
氏　名所属及び職名

※　制服・作業服貸与をともなう場合のみ記載してください。貸与の有無は企業情報にて（もしくは企業連絡のうえ）確認してください。

実 習 事 業 所 名

研修の
目的・目標・
やりたいこと

自己PR



〒
印

様式５

学科 年次生

　このたび、貴社においてインターンシップ実習を行うに当たり、次の事項を遵守

誓　　　約　　　書

学生（→大学）→インターンシップ先事業所

３．実習中私に不都合な行為があったときは、いつでも実習の参加を取りやめら
　　　れても、何らの異議も申し立てません。

４．貴社の建物、設備及びその他一切の財産について、これを損傷したときは、そ

氏名
　　　-

５．私が、実習中に事故・災害等により、損害を被った場合においても、一切貴社
　　　には損害賠償の請求はいたしません。

令和　　　年　　月　　日

　　　の損害を賠償します。

し、かつ履行することを誓約します。

電話番号

様

住所

校名
学部

１．実習中は、貴社の指示・命令に服し、誠実に実習します。

２．貴社の利害に関する重要な事項及び営業上の秘密は、他に漏洩しません。
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～

～
～
～
～
～
～
～
～

印

　研修最終日は「研修日誌」に加え、「研修報告書（様式８）」を記入してください。

研 修 期 間 月　日（　） 月　日（　）

　必要に応じ、担当教員へ写しを提出してください。

月　　日（　）

氏名

学生氏名

※研修日誌(様式７)は、学生が日々記入し、事業所の研修指導者に提出・確認を受け、研修終了後、

研 修 日

研　　修　　内　　容場　　　所時　　　間

研修指導者担当者　記入欄

感想、意見及び反省点

様式７

研　修　日　誌

学生→インターンシップ先事業所→学生→大学

学 校 名研修先企業名
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～

印
研修指導者　記入欄

氏名

研 修 期 間 月　日（　） 月　日（　） 学生氏名

インターンシップに参加して学んだこと。インターンシップの経験を今後どう活かしたいか。

　研修終了後、必要に応じ、研修日誌とあわせて担当教員へ写しを提出してください。

特に優れていると感じた点

今後、力を入れるとさらに良くなると思われる点

※研修報告書（様式８）は、学生が研修最終日に記入し、事業所の研修指導者に提出・確認を受け、

様式８ 学生→インターンシップ先事業所→学生→大学

研　修　報　告　書

研修先企業名 学 校 名

[最終日のみ作成]
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（ （ 水 ）)

今回が初めて ２回目 ３回目以上 （ 回目 ）

単位あり（必修科目）
単位なし

その他

知名度が高い企業であったため 事業内容に興味があったため
研修内容に興味があったため 就職先として興味があったため
学校の先生や職員に勧められたため 友人・知人が参加するため
先輩等の話を聞いて行ってみたいと思ったため
知らない企業であったが、企業情報を見て興味が湧いたため
その他

した しなかった　

インターンシップ先の情報収集 学校の講義
先輩に体験談を聞く ビジネスマナーを身に着ける
大学の就職課・キャリアセンターの職員や県のキャリアコーディネーターなどへの個別相談
その他

大変成果があった ある程度成果があった
あまり成果はなかった 全く成果はなかった

８．今回の研修成果はどの程度ですか？

７．今回の研修はどのような内容でしたか？（別紙添付の場合は回答不要です）

※次のページに続きます。

４．今回の研修先を選んだ理由は何ですか？（複数回答可）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．今回の研修のために事前準備をしましたか？

６．「した」と答えた方にお尋ねしますが、その中で役立ったことは何ですか？（複数回答可）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

就職活動に役立つと思ったため 単位を取得するため
希望する業種や実務を体験したい 学校の先生や職員、保護者等に勧められたため
友人・知人と一緒に参加したい 希望とは違う業種や企業を体験して視野を広げたい

働くことがどういうものか体験したい 学んできたことが社会でどう活かされるか知りたい

研 修 先 企 業 名

アンケート項目は1～24まであります。
１.大学（短期大学）入学以降でインターンシップに参加したのは何回目ですか？
（３回目以上の方は回数をお答えください。）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

学科 年次

２．参加したインターンシップの単位取得に関して
単位あり（選択科目）

３．今回の研修参加の動機（きっかけ）は何ですか？（複数回答可）

　　※事務局で集計をしますので、行の追加・削除は行わないでください。

様式11 学生→大学→推進協議会

インターンシップ研修後のアンケート（学生用）
大学から協議会への提出期限： 10月11日

氏 名
研 修 期 間 （ 日 数 ） （実働 日間）

大 学 （ 短 大 ） 名
学 部 ・ 学 科 名 ・ 年 次 学部
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（ （ 水 ）)

大変満足 ある程度満足
どちらかと言えば不満 大変不満

15．その他、今回の研修で感じたこと、インターンシップ全般についての意見、感想
　　問題点及び改善点等を記入してください
（１）学校に対して

（２）企業に対して

※次のページに続きます。

（３）問題点・改善点

（４）その他

13．今後インターンシップ研修に参加する後輩に対して、アドバイスを記入してください。

14．今回インターンシップを実施した企業・団体の他に、行ってみたかった企業・団体、
　　今後インターンシップを受け入れて欲しい企業・団体があれば記入してください。
（企業・団体名を記入）

（２）インターンシップの経験を今後にどう活かしたいか

10．今回の研修全般（成果を含めて総合的）についての満足度を聞かせてください。

12．設問10で「どちらかと言えば不満」または「大変不満」と答えた方にお尋ねします。
不満と感じたポイントは何ですか？

11．設問10で「大変満足」または「ある程度満足」と答えた方にお尋ねします。
満足と感じたポイントは何ですか？

大学から協議会への提出期限： 10月11日

９．インターンシップに参加して学んだこと及び経験を今後にどう活かしたいかを記入してください。
（１）インターンシップに参加して学んだこと

様式11 学生→大学→推進協議会

インターンシップ研修後のアンケート（学生用）

　　※事務局で集計をしますので、行の追加・削除は行わないでください。



12

（ （ 水 ）)

考えていた 考えていなかった
どちらともいえない

考えている 考えていない
どちらともいえない

長崎県内企業しか考えていない
できれば長崎県内企業がよい
長崎県内、長崎県外どちらも考えている
どちらかといえば長崎県外希望だが、長崎県内企業も考えている

できた できなかった

インターンシップ参加事業所等を就職先として考えるきっかけとなる
長崎県内企業を就職先として考えるきっかけとなる
自分の職業観を考えるきっかけとなる
特にない
その他

思う 思わない
わからない

職場の雰囲気が良いかどうか
仕事内容が自分に合っているかどうか
自分が成長できそうかどうか
経営者や先輩社員の仕事ぶりに共感できるかどうか
教育研修や待遇などの体制がしっかりしているかどうか
業種イメージや職種イメージなど良い意味でのイメージギャップがあるかどうか
初めから就職したいと思っている企業が自分のイメージ通りだったとき
その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
21．今回のインターンシップは長崎県内企業を知る手段として有効だと思いますか？

22．参加した企業に限らず、インターンシップに参加することで就職志望度が高まると思う
　　ポイントは何ですか？（複数回答可）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

インターンシップ研修後のアンケート（学生用）
大学から協議会への提出期限： 10月11日

18．設問16で、「考えている」「どちらともいえない」と回答した場合、長崎県内企業への
　　就職の意向の度合いはどのくらいですか？

※次のページに続きます。

16．長崎県内企業を就職活動の際の選択肢として考えていましたか？(参加前)

17．長崎県内企業を就職活動の際の選択肢として考えていますか？(参加後)

19．インターンシップへの参加を通じて、これまで知らなかった長崎県内企業を知ること
　　ができましたか？

20．設問18で「できた」と答えた場合、長崎県内企業を知ったことであなたの就職活動に
　　どのように反映されると思いますか？（複数回答可）

様式11 学生→大学→推進協議会

　　※事務局で集計をしますので、行の追加・削除は行わないでください。
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マナー（話し方、書き方）について事前準備をしておくこと。
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1つの企業に絞らず色々な業種にチャレンジした方が良い。自分が専攻してい
る分野と全く異なる業種に参加したが、そこでしか学べないような経験ができ
た。何事も大きな学びになる。

参加するからには質問をたくさんして学べることは学んだ方がスキルアップに
つながる。

インターンでは、自分の意見を持って参加することがとても大切だと感じた。

積極的に自分から行動を起こして、たくさん失敗したほうがいい。失敗をたく
さんしたが、同時にそれ以上の得るものがあった。失敗することは恥ずかしい
と思ってしまうが、そういう理由でせっかくの学べるチャンスを有効に活用し
ないのはもったいないと思う。

企業研究をしっかり行うことが大事

興味がない業種等でも知ろうとすることが企業を知り自分を変えるきっかけに
なる。

ただ知識を得るだけでなく、やりがいや楽しさも味わうことができた。興味の
ない業種でも自分にあっているかどうかわかるため、是非参加してみて。

今しか多くの企業を知る機会はない。

目標を考え達成できるように行動すると、より達成感を味わえる。

積極的に質問したり、自身の意見を伝えるなど貪欲に学ぶ姿勢が非常に重要だ
と思ったので、怖気づくことなく職員の方とコミュニケーションをとってほし
いと思う。

もっと積極的に質問すればよかったと思った。

事前に質問を考えておくべきだった。

会社組織で求められるコミュニケーション能力とはどのようなものか知ること
ができた。

参加学生の
感想

アドバイス

令和3年度夏季インターンシップ
研修結果報告書より

14



〒850－8570
長崎県長崎市尾上町３－１

長崎県庁５Ｆ 長崎県未来人材課内
TEL 095-895-2731

長崎インターンシップ推進協議会事務局

internship@pref.nagasaki.lg.jp

問い合わせ先


